
 

 

2026 年 1 月 21 日 

(株)日本線路技術 

 

2025年度「第 9回インフラメンテナンス大賞 優秀賞」の受賞について 

 

○ 株式会社日本線路技術は東日本旅客鉄道株式会社、川崎車両株式会社、鉄道機器株式会社と共

に「新幹線モニタリング車による線路設備のスマートメンテナンス」の取組にて、「第９回イ

ンフラメンテナンス大賞 優秀賞」を受賞しましたのでお知らせいたします。 

 

１．「インフラメンテナンス大賞」とは 

日本国内のインフラメンテナンスに係る優れた取組や技術開発を表彰し、ベストプラクティ

スとして広く紹介することにより、我が国のインフラメンテナンスに関わる事業者、団体、研

究者等の取組を促進し、メンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナンスの

理念の普及を図ることを目的に実施するものです。 

 

２．プロジェクト内容・受賞理由 

レール状態をモニタリングする「レールモニタリング車」と線路設備の状態を総合的にモニ

タリングする「線路設備モニタリング車」という 2 種類の新幹線専用の保守用車を開発・実用

化しました。また、モニタリング装置で取得したデータから、修繕が必要な箇所を自動判定・

提案する機能を有する新幹線モニタリングシステム「S-RAMos+®」を導入。スマートメンテナ

ンスでは、高精度なデータ測定とデータ処理により、これまで技術者が実施してきた線路点検

や検査を DX 化して、業務全体の生産性向上を実現しました。 

新幹線専用の国内最速のレールモニタリング車と国内初の線路設備モニタリング車という保

守用車を開発・実用化し生産性を向上させたこと、劣化予測の精度向上も行われ、人材不足に

応じた業務の効率性が図られていることが評価されました。 

【国土交通省 HP】 

  インフラメンテナンス大賞 – インフラメンテナンス情報 

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=33906c123d258eef07c96c60fa8c6271a8680c55c439a9edfd36a7224ffce0aaJmltdHM9MTc2OTkwNDAwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=3e56c80f-226d-678b-3101-ddb4231e661c&psq=%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%83%95%e3%83%a9%e3%83%a1%e3%83%b3%e3%83%86%e3%83%8a%e3%83%b3%e3%82%b9%e5%a4%a7%e8%b3%9e&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cubWxpdC5nby5qcC9zb2dvc2Vpc2FrdS9tYWludGVuYW5jZS8wM2FjdGl2aXR5LzAzX2F3YXJkLmh0bWw


 

 

 

2025年度 「第 9回インフラメンテナンス大賞 優秀賞」 表彰式 

 

写真左から 

東日本旅客鉄道株式会社 新幹線設備部 島谷保線ユニットリーダー 

鉄道機器株式会社 計測技術部 成冨担当部長 

 川崎車両株式会社 技術統括本部 新事業技術部 新事業技術二課 加藤担当係長 

株式会社日本線路技術（当社）検測事業部 浮田ユニットリーダー 

東日本旅客鉄道株式会社 新幹線設備部 手代木マネージャー 

 東日本旅客鉄道株式会社 大宮保線設備技術センター 斎藤副所長（大宮保線センター長） 

 東日本旅客鉄道株式会社 新幹線設備部 須藤主務 

 東日本旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 設備部門 企画戦略ユニット 薄葉副長 

 
【お問合せ先】 

株式会社日本線路技術 検測事業部 03-5284-6062 


